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内
子
座
１
０
０
周
年
記
念

郵
便
切
手
の
販
売
開
始

　

内
子
座
創
建
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
、
日
本
郵
便

四
国
支
社
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ

レ
ー
ム
切
手
を
発
売
し
ま
し

た
。
２
月
15
日
に
は
四
国
支

社
の
武
田
典
雄
・
経
営
管
理

副
本
部
長
ら
が
内
子
町
役
場

に
訪
れ
、
稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
と

原
案
を
作
成
し
た
版
画
家
、

山
田
き
よ
さ
ん
に
シ
ー
ト
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

切
手
に
な
っ
た
の
は
、
山

田
き
よ
さ
ん
が
企
画
集
団

「
内
子
座
社
中
ふ
れ
だ
い
こ
」

　

平
成
27
年
愛
媛
県
市
町
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が

１
月
19
日
に
開
か
れ
、「
広

報
う
ち
こ
」
が
広
報
紙
・
町

部
と
一
枚
写
真
の
２
部
門
で

特
選
、
組
写
真
の
部
で
佳
作

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

毎
月
、
す
て
き
な
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
る
町
民
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。「
広
報
う
ち
こ
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

町
を
つ
な
ぐ
情
報
誌
と
し
て
、

町
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
や
魅
力

を
発
信
し
て
、
郷
土
へ
の
愛

情
を
育
め
る
広
報
紙
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

な
お
特
選
を
受
賞
し
た
作

品
は
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
す
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」と
表

彰
状
を
手
に
す
る
藤
岡
さ
ん

27
年
愛
媛
県
市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
う
ち
こ
」が
２
部
門
で
特
選

長
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ

藤
岡
清
重
さ
ん
が「
緑
十
字
銀
章
」受
章

　

長
年
の
交
通
安
全
活
動
を

た
た
え
て
、
（一財）
全
日
本
交
通

安
全
協
会
か
ら
藤
岡
清き

よ
し
げ重
さ

ん（
79
）
＝
城
廻
＝
に
、
交

通
栄
誉
章「
緑
十
字
銀
章
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
岡
さ
ん
は
約
60
年
間
、

無
事
故
・
無
違
反
の
優
良
運

転
者
。
ま
た
長
年
に
わ
た
り

交
通
安
全
協
会
城
廻
支
部
の

支
部
長
と
し
て
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
た
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
岡
さ
ん
は「
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
支
部
長
の

任
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
た
。こ
れ
か
ら
も
一
人
一
人

が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

無
事
故
・
無
違
反
を
心
掛
け

て
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

1

１ 

贈
呈
さ
れ
た
シ
ー
ト
を
手
に
す

る
稲
本
町
長
と
山
田
さ
ん 

２ 

内

子
座
創
建
１
０
０
周
年
記
念
切
手

に
所
属
し
て
い
た
頃
に
制
作

し
た
内
子
座
の
各
公
演
の
ポ

ス
タ
ー
な
ど
、10
作
品
で
す
。

１
シ
ー
ト
は
82
円
切
手
10
枚

で
１
３
５
０
円
。
愛
媛
県
内

の
郵
便
局
と
四
国
の
県
外
３

中
央
局
で
２
０
０
０
シ
ー
ト

が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は「
ど
の
作
品

に
も
思
い
入
れ
と
思
い
出
が

あ
る
。
内
子
座
の
節
目
の
年

に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
表
現

し
て
も
ら
い
感
無
量
で
す
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

左_一枚写真で特選を受賞した10月号の表紙
右_同じく広報紙町部の12月号の特集
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1_多くの来賓や関係者などが出席した記念式典　2_受け付けでは記念
グッズなどを販売　3_功労者表彰を受けた皆さん　4_茂山狂言クラブ
が狂言を披露　5_祝賀会では太鼓芸能集団・鼓童の藤本吉

よしかず

利さんが太
鼓演奏で100周年を祝う　6_こけら落としを再現した「淡路人形浄瑠璃」
7_祝賀会の最後に全国芝居小屋会議の大会旗を次回開催地に引き継ぐ

内
子
座
、
新
た
な
舞
台
の
幕
上
げ
―
―

１
０
０
年
の
歴
史
を
祝
う
記
念
式
典

　

創
建
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
内
子
座
で
２
月
20
日
、「
内

子
座
創
建
１
０
０
周
年
記
念

式
典
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
子
町

ま
ち
づ
く
り
応
援
大
使
の
竹

下
景け

い
こ子

さ
ん
と
関
口
照て

る
お生

さ

ん
を
は
じ
め
約
２
０
０
人
が

集
ま
り
、
内
子
座
の
１
０
０

歳
を
祝
い
ま
し
た
。

　

内
子
座
は
町
内
の
有
志
17

人
が
株
主
と
な
り
１
９
１
５

（
大
正
４
）
年
に
建
設
に
着

手
、
翌
５
年
２
月
21
日
に
完

成
し
ま
し
た
。
木
造
２
階
建

て
瓦
葺
き
で
、
平
成
27
年
７

月
８
日
に
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
日
に
開
か
れ
た「
全
国

芝
居
小
屋
会
議
」
で
は
、
現

存
す
る
芝
居
小
屋
な
ど
の
保

存
・
活
用
を
す
る
16
団
体
が

参
加
。
各
団
体
が
抱
え
る
課

題
や
将
来
の
展
望
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長

が「
内
子
座
が
残
っ
て
い
る

の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
の
お
か
げ
。
今
日
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
の

幕
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
歴
史
の
継
続
性
を
大
切
に

し
て
町
を
つ
く
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
淡
路
人
形
座
の

「
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
」や
茂
山
狂
言
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
の
狂
言
が

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
記
念
公
演
の

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
を
開

き
、
１
０
０
年
前
の
こ
け
ら

落
と
し
を
再
現
し
ま
し
た
。

淡
路
人
形
座
は
、
大
正
５
年

に
内
子
座
で
こ
け
ら
落
と
し

興
行
を
行
っ
た
吉
田
傳で

ん
じ
ろ
う

次
郎

座
の
緒
道
具
を
継
承
し
て
発

足
し
た
団
体
で
す
。
淡
路
独

自
の
演
目
・
演
出
の
復
活
に

力
を
入
れ
、
そ
の
継
承
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
日

は『
玉た

ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
曦
曦
袂
』
か
ら

「
道
春
館
の
段
」「
神し

ん
ぜ
ん
え
ん

泉
苑
の

段
」「
狐
七
化
け
の
段
」を
上

演
。
鮮
や
か
な
早
替
わ
り
の

技
な
ど
で
、
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
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「
平
成
28
年
内
子
町
消
防
出
初
式
」は
２
月
21
日
、
内
子
町
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
や
池
田
洋よ

う
す
け助
内
子
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
多
数
の
関
係
者
が
出
席
。
団
員

６
５
４
人
が
参
加
し
、
規
律
あ
る
式
典
で
団
結
力
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
団
員
の
功
績
を
た
た
え
て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

御
祓
分
団　
　

班
長　

土
井
久
和

天
神
分
団　
　

部
長　

丸
橋　

勝

　
　
　
　
　
　

団
員　

西
谷
昭
男

　
　
　
　
　
　

団
員　

力
石　

亘

平
岡
分
団　
　

部
長　

大
野
吉
雄

　
　
　
　
　
　

部
長　

渡
邉
英
樹

　
　
　
　
　
　

部
長　

髙
森　

博

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
田
耕
士

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

班
長　

大
森　

猛

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
森
洋
行

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
森
秀
也

小
田
分
団　
　

団
員　

竹
崎
祐
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

金
本
祐
二

　
　
　
　
　
　

団
員　
山
久
保
恵
次

　
　
　
　
　
　

団
員　

越
智
治
徳

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田
道
範

田
渡
分
団　
　

班
長　

神
岡　

尚

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
野
裕
敬

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
本　

隆

　
　
　
　
　
　

団
員　

藤
原
智
紀

家
族
内
助
の
功
労
者
表
彰

古
田
元
昌
氏
の
妻　
　

古
田
弥
生

親
子
消
防
団
員
表
彰

中
央
分
団　

分
団
長　

宮
脇
邦
夫

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
脇
英
行

優
良
団
体
表
彰

五
十
崎
中
央
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　
　

会
長　

久
保
正
一

中
川
自
主
防
災
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

大
倉
德
美

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

有
本
利
雄

　
　
　
　
　
　

団
員　

酒
井
勝
也

五
城
分
団　
　

団
員　

黒
田
慧
史

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
本
哲
雄

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

内
子
方
面
隊

立
川
分
団　
　

部
長　

宮
岡
広
和

満
穂
分
団　
　

団
員　

髙
石
一
男

五
十
崎
方
面
隊

平
岡
分
団
副
分
団
長　

西
野
浩
一

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
副
分
団
長　

冨
岡
勝
寿

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）　

内
子
方
面
隊

五
城
分
団　

分
団
長　

泉
隆
一
郎

大
瀬
分
団　

分
団
長　

山
本
哲
昭

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
分
団
長　

船
田
辰
雄

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

和
氣
康
一

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
西
啓
介

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
田　

勉

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
野
恵
吉

五
城
分
団　
　

団
員　

武
智　

賢

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

班
長　

沼
井
泰
三

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

小
田
方
面
隊

　
　
　
　

方
面
隊
長　

永
田
秀
明

（
精
績
章
）

内
子
方
面
隊

満
穂
分
団
分
団
長　
　

宮
岡　

章

五
十
崎
方
面
隊

天
神
分
団
分
団
長　
　

稲
月
伸
次

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
副
分
団
長　

西
森
政
利

五
城
分
団　
　

班
長　

太
田
義
信

大
瀬
分
団
副
分
団
長　

沖
野　

久

　
　
　
　
　
　

班
長　

大
野　

哲

満
穂
分
団　
　

部
長　

宮
岡
利
則

　
　
　
　
　
　

団
員　

栗
田
義
則

　
　
　
　
　
　

団
員　

森
本
勝
久

五
十
崎
方
面
隊

御
祓
分
団　
　

部
長　

髙
山
文
雄

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

部
長　

宮
岡
高
徳

田
渡
分
団　
　

部
長　
大
久
保
明
徳

　
　
　
　
　
　
団
員
　
宮
岡
兼
博

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
森
健
児

大
瀬
分
団　
　

団
員　

宮
岡
潔
和

　
　
　
　
　
　

団
員　

武
田
尚
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

河
野
秀
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
本
誠
二

立
川
分
団　
　

団
員　

新
田
栄
作

　
　
　
　
　
　

団
員　

高
松
秀
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

武
田
雅
之

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
岡　

寿

満
穂
分
団　
　

団
員　

山
田
哲
也

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　
　

団
員　

山
田　

力

五
十
崎
分
団　

団
員　

谷
本
正
志

天
神
分
団　
　

団
員　

石
田　

太

　
　
　
　
　
　

団
員　

藤
田　

徹

　
　
　
　
　
　

団
員　

森　

一
昭

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
岡　

紘

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　

久
保
健
太

参
川
分
団　
　

団
員　
久
保
永
喜
弘

　
　
　
　
　
　

団
員　
大
久
保
勝
弘

　
　
　
　
　
　

団
員　

片
岡
勝
重

（
規
律
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

兵
頭
裕
次

五
城
分
団　
　

団
員　

宮
島
義
和

大
瀬
分
団　
　

団
員　

宮
田
久
史

立
川
分
団　
　

団
員　

大
藤　

一

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　

高
藤
哲
雄

平
岡
分
団　
　

団
員　

山
口
淳
二

内
子
町
長
表
彰

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

大
本
浩
司

　
　
　
　
　
　

団
員　

森　

将
士

　
　
　
　
　
　

団
員　

長
岡
秀
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
原　

崇

1_全台の車両点検を一斉に行う　2_小田方面隊田渡分団が小隊
訓練を披露　3_結成28年を迎えたラッパ隊の演奏　4_式の進行
を務めた消防署員と内子消防団・女性部の皆さん　5_訓示を行
う髙橋賢次団長

２

３

４５

五
城
分
団　
　

団
員　

森
岡
英
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

尾
形
起
範

　
　
　
　
　
　

団
員　

竹
内
孝
悦

大
瀬
分
団　
　

団
員　

芝　

秀
和

　
　
　
　
　
　

団
員　

石
井
愛
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

吉
田　

武

　
　
　
　
　
　

団
員　

金
岡
健
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

寺
岡
賢
治

　
　
　
　
　
　

団
員　

冨
永　

進

　
　
　
　
　
　

団
員　

泉　

裕
司

立
川
分
団　
　

団
員　

山
本
博
之

満
穂
分
団　
　

団
員　

岡
田
智
也

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　
　

団
員　

宮
脇
英
行

　
　
　
　
　
　

団
員　

岡
本
隆
宏

五
十
崎
分
団　

団
員　

鎌
田
誠
二

　
　
　
　
　
　

団
員　

久
保
和
賢

　
　
　
　
　
　

団
員　

髙
橋　

功

　
　
　
　
　
　

団
員　

泉　

正
利

天
神
分
団　
　

団
員　

寺
谷
篤
史

　
　
　
　
　
　

団
員　

飛
野
一
弘

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
田
耕
平

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
石
悟
之

　
　
　
　
　
　

団
員　

宮
田　

優

　
　
　
　
　
　

団
員　

和
気　

敬

平
岡
分
団　
　

団
員　

福
山　

守

　
　
　
　
　
　

団
員　

松
岡
幸
廣

御
祓
分
団　
　

団
員　

中
野
達
也

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　
　

団
員　

亀
岡
友
和

　
　
　
　
　
　

団
員　

﨑
岡　

博

小
田
分
団　
　

団
員　

三
浦
祥
道

田
渡
分
団　
　

団
員　

泉
田
大
介

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
田
竜
一

無
火
災
報
酬

６
年　

満
穂
分
団
、
平
岡
分
団

４
年　

御
祓
分
団

３
年　

天
神
分
団

6

６

７

1

８

９
6_親子消防団員表彰を受けた中央分団の宮脇邦夫分団長と宮脇
英行さん　7_徒歩部隊と車両部隊の分列行進の様子　8_ポンプ
車と小型ポンプの操法訓練の披露。写真は内子方面隊内子分団第
３部　9_五十崎凧博物館前で行われた一斉放水の様子

地
域
を
守
る
消
防
団
員
６
５
４
人
が
集
結

「
平
成
28
年
内
子
町
消
防
出
初
式
」
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